　2025.3藤咲整形外科医院だより
　春朝はほのぼのと明け、厳冬からの季節の移ろいを体は敏感に感じ取り、日の出の早さも相まって、おうと声を上げて起き上がると、あさぼらけほのかに梅の香のかおる頃です。院の梅は南高梅、和歌山県の旧・上南部町（現・みなべ町）に自生する優良樹から高田梅なる木が選別され、さらに純品種を求めて南部高校の教諭氏が尽力の結果、現在の南高うめが確立したとは、料理雑誌からの受け売りですが、特にすました様子もなく楚々と咲くところは、大いに私の好むところです。
　この花はのちに結実し、初夏を待って収穫し、これもまた院の草畑に自生する赤紫蘇とともに梅干しになります。栽培樹は、どうしてあの様にたわわに実るのか不思議ですが、院の梅は楚々と咲き微かに実る控えめさが身上、漬けるときには店で追加を購って(あがなって)4kgほどを仕込みます。
　ある時思いついて何かをすることもありますが、年間の仕事には、季節の移ろい時の流れに合わせて、あらかじめの準備が必要になります。草畑の果樹は数本、いずれも3年、8年、18年を見据えて植えています。待っているだけのようでありながら、毎日見ていると、暑苦しそうだからと枝を剪定して見たり、寒そうだと寒冷紗をかけ、日照りだからと、根から少し離して施水したりと、そのままにしている様でありながら、見守っているのだろうと感じます。そのように手をかけ目をかけしたとしても、翌年を待つことなく立ち消えて行ったものもありました。
　健康法の精華にして粋はウォーキングです。何年もの先を想像しつつ、明日に向かい季節を楽しみ、進んで行きましょう。

皆様お体大切に。
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